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「
党
活
動
交
流
会
」で
党
建
設

を
議
論・交
流
新
社
会
党
県
本
部

暑
い
、
と
に

か
く
暑
い
。「
熱

い
」
と
い
う
文

字

の

ほ

う

が

ピ
ッ
タ
リ
来
そ

う
だ
。
な
る
ほ

ど
今
年
７
月
の
平
均
気
温
は

日
本
の
観
測
史
上
最
高
だ
っ

た
と
か
。
昨
年
は
「
地
球
沸

騰
」
と
い
う
言
葉
が
話
題
に

な
っ
た
が
、
そ
の
上
を
い
く

今
年
は
な
ん
と
表
現
す
る
の

か
▼
ど
う
で
も
い
い
き
わ
め

て
個
人
的
な
こ
と
だ
が
、
こ

の
２
週
間
あ
ま
り
、
暑
さ
に

加
え
て
夏
風
邪
に
よ
る
咳
に

苦
し
め
ら
れ
（
肺
炎
に
ま
で

至
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
）、

睡
眠
も
ま
ま
な
ら
ず
、
物
事

へ
の
集
中
力
や
体
力
は
か
な

り
削
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
と

な
る
と
自
ず
と
テ
レ
ビ
を
見

る
時
間
が
長
く
な
る
。
深
夜

で
も
、
明
け
方
で
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
中
継
が
続
い
て
い

て
見
る
物
に
は
事
欠
か
な
い
。

ぼ
ん
や
り
と
は
見
て
い
て
も
、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
感
動
的

で
さ
え
あ
る
シ
ー
ン
が
多
く
、

つ
い
つ
い
引
き
こ
ま
れ
て
し

ま
う
。
も
と
も
と
怪
し
い
思

考
回
路
、
思
考
能
力
ま
で
低

下
し
て
い
そ
う
だ
▼
だ
が
、

そ
ん
な
頭
で
も
こ
の
間
の
世

界
的
に
大
き
な
出
来
事
に
は

は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
非
情
な
攻
撃
で
、

中
東
情
勢
は
い
ち
だ
ん
と
対

立
と
緊
張
が
高
ま
り
、
大
戦

争
へ
の
発
展
さ
え
危
惧
さ
れ

る
▼
日
本
に
関
わ
っ
て
言
え

ば
、
日
米
２
＋
２
は
、
日
米

軍
事
一
体
化
の
加
速
、
質
的

転
換
を
描
き
あ
げ
た
。
そ
し

て
、
さ
ら
に
核
の
力
に
頼
る

「
拡
大
抑
止
」
の
議
論
ま
で

進
ん
で
い
く
。
頭
の
夏
バ
テ

解
消
も
急
が
ね
ば
。

県議会が設置した百条委員会が開かれた7月19日
は200人を超える県民が県の庁舎前に集まり斎藤
知事の辞職を求めてアピールした＝兵庫県庁前

当面する諸選挙闘争や大衆運動の強化と一体の
ものとして党建設に取り組もうと確認した「党
活動交流会」＝７月21日、神戸市中央区

甲（兜）山の麓の地底に水路を掘った
功績を称えるという意味の碑で、この
水路は現存し今も活用されている

７
月
19
日
の
昼
、
百
条
委

員
会
を
前
に
、「
知
事
は
辞
職

を
」「
知
事
失
格
」「
Ｅ
Ｎ
Ｄ

斎
藤
」
な
ど
と
書
い
た
プ
ラ

カ
ー
ド
や
、
亡
く
な
っ
た
元

県
民
局
長
を
悼
む
喪
章
リ
ボ

ン
を
付
け
た
り
、
手
向
け
の

花
を
手
に
し
た
人
々
が
次
々

と
県
庁
２
号
館
前
に
集
ま
り
、

総
勢
２
０
０
人
を
超
え
た
。

集
ま
っ
た
県
民
ら
は
時
に
は

マ
イ
ク
リ
レ
ー
で
、
時
に
は

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
斎
藤
知

事
の
疑
惑
の
数
々
を
追
及
し
、

辞
職
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
を

繰
り
広
げ
た
。

午
後
か
ら
開
か
れ
た
県
議

会
の
調
査
特
別
委
員
会
（
百

条
委
員
会
）
の
第
３
回
に
は

内
部
告
発
を
行
っ
た
元
県
民

局
長
が
証
人
と
し
て
出
席
す

る
予
定
だ
っ
た
が
、
死
亡
し

た
元
県
民
局
長
は
百
条
委
員

会
の
出
席
に
備
え
て
陳
述
書

や
会
議
の
席
で
ワ
イ
ン
を

「
お
ね
だ
り
」
す
る
斎
藤
知

事
の
音
声
デ
ー
タ
な
ど
４
点

の
資
料
を
用
意
し
て
お
り
、

遺
族
は
、「
百
条
委
員
会
は
最

後
ま
で
や
り
通
し
て
ほ
し
い
」

と
の
元
県
民
局
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
も
含
め
て
こ
れ
ら
を

百
条
委
員
会
に
提
出
し
て
い

た
。
百
条
委
員
会
は
こ
れ
ら

を
資
料
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
を
決
め
、「
文
書
の
真
偽
を

白
日
の
下
に
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
務
め
だ
」
と
し
て
公

開
し
た
。

陳
述
書
に
は
、
元
県
民
局

長
が
告
発
文
書
で
明
ら
か
に

し
た
７
つ
の
疑
惑
に
つ
い
て
、

自
ら
が
知
っ
た
経
緯
や
調
べ

た
内
容
が
想
定
問
答
形
式
で

詳
細
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
に
つ
い
て
も

新
た
に
10
の
事
例
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
日
の
百
条
委
員
会
で

は
、
今
後
の
日
程
案
が
示
さ

れ
、
８
月
下
旬
か
ら
①
知
事

の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
、
②
知
事

へ
の
贈
答
品
疑
惑
、
③
プ
ロ

野
球
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
め
ぐ

る
疑
惑
な
ど
に
つ
い
て
、
分

け
て
証
人
尋
問
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
も
含
む
約
９
７
０
０
人

の
県
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
８
月
下
旬

ま
で
に
中
間
報
告
を
ま
と
め

る
方
針
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
２
日
に
開

か
れ
た
第
４
回
の
百
条
委
員

会
で
は
８
月
30
日
に
斎
藤
知

事
を
公
開
で
尋
問
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

兜
麓
底
績
碑
（
と
ろ
く
て

い
せ
き
ひ
）
と
は
、
甲
（
兜
）

山
の
麓
の
地
底
に
水
路
を
掘

っ
た
功
績
を
称
え
る
碑
と
い

う
意
味
。
言
い
伝
え
に
よ
れ

ば
、
１
６
４
１
（
寛
永
18
）

年
に
、
広
田
神
社
の
南
部
一

帯
は
大
干
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。

当
時
、
こ
の
地
域
の
所
有
地

で
あ
っ
た
社
家
郷
山
に
降
っ

た
雨
水
は
、
甲
山
の
北
を
通

っ
て
武
庫
川
に
合
流
し
て
い

た
が
、「
わ
れ
ら
の
山
の
社
家

郷
山
か
ら
集
ま
る
水
は
本
来

わ
れ
ら
の
も
の
」
と
考
え
た

農
民
ら
は
、
現
在
の
甲
山
高

校
の
裏
に
60
メ
ー
ト
ル
の
ト

ン
ネ
ル
を
掘
っ
て
仁
川
か
ら

取
水
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ

れ
に
怒
っ
た
仁
川
下
流
の
農

民
の
度
重
な
る
妨
害
が
あ
り
、

一
触
即
発
の
事
態
を
迎
え
る
。

夜
討
ち
の
情
報
が
入
っ
た
時
、

（
西
宮
市
広
田
町
）

兜
麓
底
績
碑 百

条
委
は
30
日
に
知
事
尋
問

ひょうご

碑 物語
80

広
田
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た

紋
左
衛
門
は
殺
気
立
つ
村
民

を
な
だ
め
、
単
身
工
事
現
場

に
向
か
い
、
神
官
の
白
装
束
、

烏
帽
子
に
般
若
の
面
を
か
ぶ

っ
て
岩
の
上
に
端
座
し
た
。

夜
、
奇
襲
に
来
た
農
民
は
こ

れ
を
見
て
、「
天
狗
」
と
思
い

込
み
、
お
そ
れ
お
の
の
き
逃

げ
戻
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以

降
、
流
血
の
惨
事
は
回
避
さ

れ
、
工
事
は
順
調
に
進
み
、

ト
ン
ネ
ル
は
１
６
４
３
年
に

完
成
し
た
と
い
う
。

こ
の
水
路
は
現
存
し
て
お

り
、
今
も
西
宮
市
の
上
水
道

の
一
部
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　

 

（
鍋
島
）

【
メ
モ
】
阪
急
電
車
・
西
宮

北
口
駅
か
ら
阪
急
バ
ス
・
甲

東
園
行
き
に
乗
車
、
広
田
神

社
前
下
車
。
境
内
の
東
側
に

あ
る
。

　

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
は

７
月
21
日
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど

で
中
断
し
て
い
た
「
党
活
動

交
流
会
」
を
神
戸
市
内
で
久

し
ぶ
り
に
開
い
た
。

　

６
月
の
県
本
部
大
会
で
、

こ
の
１
年
間
の
重
点
課
題
と

し
て
、
①
来
年
６
月
の
尼
崎

市
議
選
で
、
つ
づ
き
徳
昭
議

員
の
後
継
者
と
し
て
挑
戦
す

る
「
い
ち
の
せ
剛
」
さ
ん
の

勝
利
に
向
け
て
全
県
を
あ
げ

て
取
り
組
む
こ
と
、
②
腐
敗

を
続
け
る
自
公
政
権
を
倒
す

た
め
に
、
総
選
挙
と
来
年
夏

の
参
院
選
で
の
「
か
い
正
康
」

さ
ん
の
選
挙
を
勝
ち
抜
く
こ

と
の
２
点
、
を
確
認
し
た
の

を
受
け
、
労
働
運
動
や
「
憲

法
を
生
か
す
会
」
運
動
な
ど

の
大
衆
闘
争
を
地
道
に
強
め

な
が
ら
、
機
関
紙
や
党
員
・

党
友
の
拡
大
な
ど
党
建
設
を

選
挙
と
一
体
も
の
と
し
て
取

り
組
む
決
意
を
共
有
し
よ
う

と
開
い
た
も
の
。

　

午
前
中
は
、
尼
崎
市
議

選
・
い
ち
の
せ
剛
選
対
と
参

院
選
・
か
い
正
康
県
本
部
選

対
か
ら
方
針
提
起
を
受
け
る

と
と
も
に
、
党
東
京
都
本
部

江
東
・
江
戸
川
総
支
部
の
千

葉
雄
也
委
員
長
に
よ
る
「
江

東
・
江
戸
川
総
支
部
組
織
建

設
の
検
証

―
21
、
22
年
の

到
達
点
と
25
年
参
院
選
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
活
動

報
告
と
問
題
提
起
に
学
ん
だ
。

　

千
葉
さ
ん
は
、
少
数
の
党

員
な
が
ら
も
、
19
年
自
治
体

選
挙
や
82
年
参
院
選
の
取
り

組
み
の
な
か
で
、
支
部
内
で

徹
底
的
に
議
論
し
、「
日
曜
憲

法
塾
」
の
活
動
な
ど
出
来
る

こ
と
を
ひ
と
つ
ず
つ
し
て
い

く
こ
と
で
、
着
実
に
運
動
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

　

午
後
は
、
①
地
域
ユ
ニ
オ

ン
運
動
、
②
機
関
紙
・
学
習

会
活
動
、
③
大
衆
運
動
の
３

つ
の
分
科
会
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
総
支
部
・
支
部
で
取

り
組
ん
で
き
た
活
動
の
成
果

や
教
訓
、
問
題
意
識
な
ど
を

報
告
し
あ
っ
て
交
流
を
深
め

た
。　
　
　
　
　

 

（
中
村
）

各界に広がる辞職求める声
斎藤知事は責任取り辞職を

「
斎
藤
知
事
は
責
任
を
取
り
た
だ
ち
に
辞
職
を
」

―
。
元
西
播
磨
県
民
局
長
の
内
部

告
発
に
よ
っ
て
明
る
み
に
出
た
斎
藤
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
な
ど
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
告

発
し
た
元
県
民
局
長
が
「
一
死
を
も
っ
て
抗
議
す
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
自
死

す
る
事
態
に
ま
で
至
り
、
県
政
は
異
常
な
混
乱
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
知
事
の

辞
職
を
求
め
る
声
は
日
々
大
き
く
な
り
、
広
が
っ
て
い
る
。
職
員
労
働
組
合
や
退
職
者
の

会
な
ど
の
申
し
入
れ
の
ほ
か
、
県
内
の
自
治
体
の
長
や
知
事
の
推
薦
政
党
か
ら
も
辞
職
を

求
め
る
声
が
あ
が
る
。
百
条
委
員
会
が
開
か
れ
た
７
月
19
日
に
は
、
２
０
０
人
を
超
え
る

県
民
が
県
庁
を
取
り
囲
む
よ
う
に
集
ま
り
、
知
事
の
辞
職
を
求
め
る
行
動
を
起
こ
し
た
。

7
月
19
日
に
開
か
れ
た
百

条
委
員
会
（
県
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

ご
う
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改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

つ
づ
き
徳
昭
市
議
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部

い
ち
の
せ
剛
さ
ん
を
推
薦

ち
の
せ
剛
」
さ
ん
（
45
歳
）

を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

い
ち
の
せ
剛
さ
ん
は
現
在
、

川
西
郵
便
局
に
勤
務
し
な
が

ら
Ｊ
Ｐ
労
組
の
役
員
を
務
め

る
と
と
も
に
尼
崎
地
区
労
の

運
動
に
も
か
か
わ
り
、
憲
法

を
生
か
す
会
・
尼
崎
の
事
務

局
長
も
担
う
な
ど
、
労
働
運

動
や
地
域
活
動
で
活
躍
し
て

い
る
。

い
ち
の
せ
剛
さ
ん
は
、
尼

崎
市
を
よ
く
す
る
た
め
に
以

下
の
５
つ
の
主
な
政
策
を
掲

げ
、
い
ま
、
支
持
の
拡
大
に

任
期
満
了
に
伴
い
来
年
６

月
に
実
施
さ
れ
る
尼
崎
市
議

会
議
員
選
挙
（
定
数
42
）
に

向
け
て
、
新
社
会
党
兵
庫
県

本
部
は
こ
の
ほ
ど
、
現
職
の

つ
づ
き
徳
昭
議
員
の
後
継
者

と
し
て
、
無
所
属
で
立
候
補

の
準
備
を
進
め
て
い
る
「
い

利
に
全
力
を
尽
く
す
。
ブ
ロ

ッ
ク
比
例
は
社
民
党
の
政
党

要
件
確
保
を
図
る
」
と
い
う

方
針
を
第
29
回
定
期
全
国
大

会
（
23
年
７
月
）
で
決
定
し

て
い
る
が
、
兵
庫
県
本
部

（
粟
原
富
夫
委
員
長
）
は
そ

の
総
選
挙
闘
争
方
針
に
も
と

づ
き
な
が
ら
も
、
野
党
統
一

候
補
の
実
現
が
見
通
せ
な
い

現
状
の
な
か
で
、
こ
れ
ま
で

に
推
薦
要
請
の
あ
っ
た
兵
庫

の
小
選
挙
区
予
定
候
補
者
８

人
（
立
憲
民
主
党
７
人
、
日

本
共
産
党
１
人
）（
下
記
・
敬

称
略
）
に
つ
い
て
、
立
憲
民

主
党
兵
庫
県
連
、
日
本
共
産

党
兵
庫
県
委
員
会
と
の
間
で

そ
れ
ぞ
れ
選
挙
協
定
を
結
び
、

全
員
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

６
月
16
日
の
県
本
部
大
会
な

ど
で
発
表
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
比
例
で
は
、
社

民
党
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

大
阪
９
区
に
立
候
補
す
る
長

崎
由
美
子
さ
ん
が
重
複
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
。

新
社
会
党
は
来
る
総
選
挙

に
あ
た
り
、「
小
選
挙
区
で
は

立
憲
野
党
共
闘
の
実
現
と
勝

取
り
組
ん
で
い
る
。
①
住
み

や
す
い
街
づ
く
り
、
②
「
未

来
へ
の
政
策
」
教
育
・
子
育

て
、
③
「
安
心
し
て
く
ら
す
」

福
祉
・
防
災
、
④
「
安
心
し

て
は
た
ら
く
」
労
働
・
産
業
、

⑤
共
生
社
会
。
具
体
的
に
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
使
用

し
た
学
校
給
食
の
無
料
化
や

国
際
標
準
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
へ
の
移
行
な
ど
だ
。

政
党
関
係
で
は
新
社
会
党

の
ほ
か
、
社
民
党
も
推
薦
を

決
め
て
お
り
、
緑
の
党
に
は

推
薦
を
要
請
中
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

い
ち
の
せ
剛
（
一
ノ
瀬
ご
う
）

１
９
７
９
年
生
ま
れ
。
関
西

大
学
卒
。
尼
崎
郵
便
局
に
入

局
し
て
現
在
、
川
西
郵
便
局

に
勤
務
。
趣
味
は
読
書
、
映

画
鑑
賞
、
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

ギ
タ
ー
。
特
技
は
文
章
を
書

く
こ
と
。

■
日
米
２
＋
２　

在
日
米
軍

に
指
揮
権　

自
衛
隊
、
指
揮

下
に　

「
拡
大
抑
止
」
は
言

語
道
断　

 

「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
新
た
な
段
階
へ

４
月
に
訪
米
し
た
岸
田
首

相
は
連
邦
議
会
で
「
日
本
は

米
国
と
共
に
あ
る
」
と
演
説

し
、
拍
手
喝
さ
い
を
浴
び
た
。

そ
の
数
カ
月
後
、
日
米
両

政
府
は
７
月
28
日
、
日
米
安

全
保
障
協
議
委
員
会
（
２
プ

ラ
ス
２
）
を
開
催
し
た
。
日

米
軍
事
一
体
化
の
さ
ら
な
る

加
速
が
確
認
さ
れ
た
。

大
き
な
焦
点
で
あ
る
日
米

の
指
揮
統
制
関
係
に
つ
い
て
、

共
同
文
書
は
「
在
日
米
軍
を

イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官
隷

下
の
『
統
合
軍
司
令
部
』
と

し
て
再
構
成
す
る
」「
再
構
成

さ
れ
た
在
日
米
軍
は
自
衛
隊

に
創
設
す
る
『
統
合
作
戦
司

令
部
』
の
１
つ
の
重
要
な
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
な
る
」

と
明
記
し
て
い
る
。

自
衛
隊
は
、
来
年
３
月
に

陸
海
空
３
自
衛
隊
を
一
元
指

揮
す
る
「
統
合
作
戦
司
令
部
」

を
創
設
す
る
。
現
在
の
在
日

米
軍
司
令
部
の
機
能
は
基
地

の
管
理
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、
今
後
は
在
日
米
軍
に

指
揮
・
作
戦
立
案
な
ど
の
部

隊
運
用
権
限
を
付
与
す
る
方

針
。
日
米
の
統
合
司
令
部
が

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
に
な

る
。圧

倒
的
な
軍
事
力
と
情
報

収
集
能
力
を
持
つ
米
軍
の
判

断
に
引
き
ず
ら
れ
、
日
本
の

指
揮
権
の
独
立
性
が
損
な
わ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
日
米
の

軍
事
一
体
化
に
よ
っ
て
自
衛

隊
が
米
軍
の
指
揮
下
に
組
み

込
ま
れ
る
可
能
性
は
い
よ
い

よ
高
く
な
る
。

ま
た
、
共
同
文
書
は
地
対

空
誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
な

ど
の
生
産
能
力
拡
大
も
盛
り

込
ま
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
パ

ト
リ
オ
ッ
ト
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
供
給
し
て

い
る
た
め
在
庫
が
枯
渇
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。

「
拡
大
抑
止
」
に
関
す
る

初
め
て
の
閣
僚
会
合
は
、

「
２
プ
ラ
ス
２
」
に
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
。
核
抑
止
は
、

日
本
が
核
攻
撃
や
核
の
脅
し

を
受
け
た
場
合
に
、
米
国
が

核
兵
器
に
よ
る
報
復
を
行
う

意
思
と
能
力
を
示
す
こ
と
で

敵
国
を
自
制
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
す
も
の
。

日
米
両
国
は
２
０
１
０
年

か
ら
事
務
レ
ベ
ル
に
よ
る

「
拡
大
抑
止
」
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
協
議
は
年
１
、
２

回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た

が
、
協
議
内
容
の
詳
細
は
非

公
表
。
事
務
レ
ベ
ル
か
ら
格

上
げ
す
る
こ
と
で
実
効
性
を

高
め
る
狙
い
が
あ
る
。
閣
僚

会
合
で
は
、
閣
僚
級
の
議
論

を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。上

川
外
相
は
会
合
の
冒
頭

で
、「『
拡
大
抑
止
』
は
日
米

同
盟
の
中
核
で
あ
り
、
わ
が

国
周
辺
で
核
の
脅
威
が
高
ま

る
中
、
一
層
強
化
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
」
と
発
言

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
。

唯
一
の
被
爆
国
日
本
で

「
拡
大
抑
止
」
は
言
語
道
断

だ
。

◇

※
「
拡
大
抑
止
」　

壊
滅
的

な
被
害
を
与
え
る
核
兵
器
に

よ
る
脅
し
の
効
果
で
、
敵
国

か
ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
と
す
る

考
え
方
。
冷
戦
時
代
に
米
国

と
旧
ソ
連
は
核
軍
拡
競
争
を

展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
盟

国
は
抑
止
力
に
期
待
し
て

「
核
の
傘
」
に
入
っ
た
。
自

国
だ
け
で
な
く
同
盟
国
に
も

広
げ
て
抑
止
力
を
提
供
す
る

た
め
「
拡
大
抑
止
」
と
呼
ば

れ
、「
核
の
傘
」
は
そ
の
一
種
。

防
衛
目
的
の
核
兵
器
の
存
在

を
正
当
化
す
る
一
方
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
よ
う
に
、
核
保
有
国
と
非

核
保
有
国
と
の
間
で
通
常
兵

器
に
よ
る
紛
争
が
起
こ
り
や

す
く
な
る
な
ど
、「
核
抑
止
論

は
破
綻
し
て
い
る
」（
松
井
一

実
・
広
島
市
長
）
と
の
見
方

も
あ
る
（
東
京
新
聞
）。 

 

（
中
）

１
９
７
４
年
生
ま
れ
、
50
歳
。

東
京
都
出
身
。
衆
議
院
議
員

３
期
目
。
立
憲
民
主
党
兵
庫

県
連
代
表
。
京
都
大
学
総
合

人
間
学
部
卒
業
。
１
９
９
９

年
６
月
、
25
歳
で
神
戸
市
会

議
員
に
初
当
選
。
３
期
目
途

中
で
辞
職
し
国
政
に
挑
戦
。

２
０
１
２
年
衆
院
選
比
例
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
初
当
選
。
14

年
衆
院
選
兵
庫
１
区
で
初
の

選
挙
区
当
選
。
21
年
、
兵
庫

１
区
で
再
選
を
果
た
し
た
。

１
９
６
７
年
生
ま
れ
、
56
歳
。

滋
賀
県
出
身
。
立
憲
民
主
党

県
第
２
区
総
支
部
長
。
早
稲

田
大
学
商
学
部
卒
業
。
リ
ク

ル
ー
ト
社
入
社
後
、
起
業
家

に
。
会
社
設
立
し
、
日
本
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
に
尽

力
。
大
学
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア

講
義
・
就
職
指
導
。
２
０
１

２
年
衆
院
選
神
奈
川
県
第
18

区
で
立
候
補
す
る
も
惜
敗
。

17
年
と
21
年
に
衆
院
選
兵
庫

２
区
で
立
候
補
。

１
９
７
８
年
生
ま
れ
、
45
歳
。

東
京
都
出
身
。
立
憲
民
主
党

県
第
４
区
総
支
部
長
。
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
、
展
示
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
元
科
学
館
職
員
。
慶
応

大
学
環
境
情
報
学
部
卒
業
。

オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ザ
イ
ン
学
校

の
修
士
コ
ー
ス
修
了
。
２
０

１
９
年
、
立
憲
民
主
党
の
公

募
に
応
募
し
て
同
年
７
月
参

院
選
比
例
区
、
21
年
衆
院
選

兵
庫
４
区
で
立
候
補
。
株
式

会
社
ダ
ズ
代
表
取
締
役
。

１
９
７
９
年
生
ま
れ
、
45
歳
。

兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
出
身
。

立
憲
民
主
党
県
第
５
区
総
支

部
長
。
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

元
日
本
代
表
（
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
）。
関
西
学
院
大
学
理

工
学
部
中
退
。
２
０
１
９
年

２
月
、
丹
波
篠
山
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
当

選
。
23
年
４
月
に
兵
庫
県
議

会
議
員
選
挙
に
神
戸
市
須
磨

区
か
ら
立
候
補
す
る
も
次
点
。

政
治
活
動
を
継
続
。

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、
54
歳
。

伊
丹
市
出
身
。
衆
議
院
議
員

２
期
目
。
立
憲
民
主
党
県
第

６
区
総
支
部
長
。
京
都
大
学

農
学
部
卒
業
。
同
大
学
院
修

士
課
程
、
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
大

学
院
修
了
。
弁
理
士
。
２
０

１
１
年
５
月
、
伊
丹
市
議
会

議
員
に
初
当
選
。
17
年
９
月
、

衆
院
選
立
候
補
の
た
め
２
期

目
途
中
で
辞
職
し
て
同
年
10

月
の
衆
院
選
で
初
当
選
。
21

年
に
再
選
。

１
９
８
４
年
生
ま
れ
、
40
歳
。

大
阪
府
出
身
。
立
憲
民
主
党

県
第
７
区
総
支
部
長
。
関
西

学
院
大
学
社
会
学
部
卒
業
後
、

毎
日
新
聞
社
に
入
社
。
秋
田

支
局
、
甲
府
支
局
、
東
京
本

社
経
済
部
な
ど
を
経
て
、
13

年
に
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
』
記
者
に
。
記
者
歴
17
年

半
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

「
身
を
切
る
改
革
よ
り
国
民

の
身
に
な
る
政
治
、
人
に
優

し
く
経
済
成
長
」。

１
９
７
５
年
生
ま
れ
、
49
歳
。

尼
崎
市
出
身
。
日
本
共
産
党

兵
庫
県
委
員
会
常
任
委
員
、

県
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会

責
任
者
。
京
都
市
立
芸
術
大

学
美
術
学
部
卒
業
。
兵
庫
県

立
高
校
な
ど
で
美
術
非
常
勤

講
師
。
２
０
１
７
年
６
月
、

尼
崎
市
会
議
員
選
挙
に
初
当

選
。
21
年
衆
院
選
兵
庫
８
区

に
立
候
補
。
22
年
参
院
選
兵

庫
選
挙
区
に
立
候
補
。
比
例

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
重
複
。

１
９
７
１
年
生
ま
れ
、
53
歳
。

神
戸
市
出
身
。
立
憲
民
主
党

県
第
10
区
総
支
部
長
。
大
阪

芸
術
大
学
芸
術
学
部
舞
台
芸

術
学
科
卒
業
。
大
学
在
学
中

よ
り
モ
デ
ル
、
タ
レ
ン
ト
、

女
優
等
で
芸
能
活
動
に
。
そ

の
後
、
幼
い
頃
か
ら
夢
に
抱

い
て
い
た
福
祉
介
護
事
業
に

関
わ
り
、
介
護
事
業
所
設
立
。

運
営
や
職
員
の
教
育
育
成
に

も
携
わ
る
。
21
年
衆
院
選
兵

庫
10
区
で
立
候
補
も
惜
敗
。

自公腐敗政権打倒へ
兵庫小選挙区で8人を推薦

新社会党兵庫県本部

衆院総選挙 い
ち
の
せ
剛
さ
ん

１  
区

２  

区

４  

区

５  

区

６  

区

７  

区

８  

区

10  

区

いちのせ剛後援会
キックオフ集会

●８月25日（日）14：00～15：30

●尼崎市立女性センタートレピエ３Ｆ

　トレピエホール

　（阪急武庫之荘駅南300ｍ）

ごう

いさか信彦
（井坂信彦）

　神戸市東灘区、灘区、
　中央区

立憲民主党

ふなかわ治郎
（舩川治郎）

　神戸市兵庫区、北区、長田区、
　西宮市（塩瀬・山口の各支所内）

立憲民主党

今泉　まお
（今泉真緒）

　神戸市西区、西脇市、三木市、
　小野市、加西市、加東市、
　多可郡

立憲民主党

田村　直也

　豊岡市、川西市の一部、三田市、
　丹波篠山市、養父市、丹波市、
　朝来市、川辺郡、美方郡

立憲民主党

桜井シュウ
（櫻井周）

　伊丹市、宝塚市、川西市（５区に
　属しない区域）

立憲民主党

岡田さとる
（岡田悟）

　西宮市（２区に属しない区域）、
　芦屋市

立憲民主党

こむら　潤
（小村潤）

　尼崎市

日本共産党

おき　圭子
（隠樹圭子）

　加古川市、高砂市、
　加古郡

立憲民主党

ご
う

新社会兵庫649_02.ai



号　外（3）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
（
飯
田

政
志
委
員
長
）
は
７
月
27
日
、

尼
崎
市
の
リ
ベ
ル
会
議
室
で

第
37
回
定
期
大
会
を
開
い
た
。

組
合
員
34
人
と
14
人
の
来
賓

が
出
席
し
た
。

来
年
６
月
に
行
わ
れ
る
尼

崎
市
議
会
議
員
選
挙
に
、
現

職
の
つ
づ
き
徳
昭
議
員
の
後

継
者
と
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
の

仲
間
の
「
い
ち
の
せ
剛
」
さ

ん
が
立
候
補
を
予
定
し
て
お

り
、
大
会
は
さ
な
が
ら
「
い

ち
の
せ
剛
」
勝
利
を
目
指
す

決
起
集
会
と
な
っ
た
。

大
会
の
討
論
で
は
、
阪
神

ク
リ
エ
ー
ト
分
会
の
仲
間
か

ら
、
２
年
間
賃
上
げ
ゼ
ロ
の

中
で
迎
え
た
今
春
闘
に
つ
い

て
、
尼
崎
市
の
委
託
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

大
幅
賃
上
げ
を
期
待
し
て
い

た
が
、
３
５
０
０
円
〜
４
５

０
０
円
と
期
待
外
れ
と
な
っ

た
こ
と
。
来
年
度
に
向
け
て

３
人
増
員
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
要
求
が
あ
っ
た
が
、
交

渉
で
組
合
員
が
十
分
に
意
見

を
言
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
反
省
し
、
交
渉
の
前

に
は
意
思
統
一
を
し
て
臨
み

た
い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

学
校
分
会
の
仲
間
か
ら
は
、

組
合
未
加
入
者
も
含
む
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
交
渉
の
取

り
組
み
な
ど
１
年
間
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

新
た
に
加
入
し
た
組
合
員
も

大
会
に
参
加
し
た
。

す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
新
役
員
を

選
出
し
た
の
ち
、
大
会
は
大

会
宣
言
を
採
択
。「
団
結
が
ん

ば
ろ
う
」
で
閉
会
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
と
ド
リ
ン
ク
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
の
近
況
報
告
や
サ
ン

シ
ン
部
会
の
演
奏
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
っ

た
。　
　
　
　
　

 

（
塚
原
）

こ
れ
ま
で
に
伊
藤
誠
さ
ん

や
斎
藤
幸
平
さ
ん
な
ど
を
講

師
に
開
催
さ
れ
て
き
た
「
社

会
主
義
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
in
近
畿
」

の
今
年
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
７

月
20
日
、
大
阪
・
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会

館
で
開
か
れ
た
。
今
回
は
、

「
苦
境
に
立
つ
ド
イ
ツ
左
翼

党
以
来
一
定
の
期
待
を
集
め

て
き
た
ド
イ
ツ
左
翼
党
が
、

こ
の
間
の
連
邦
議
会
選
挙
や

各
州
議
会
選
挙
な
ど
で
「
５

％
条
項
」
を
ク
リ
ア
で
き
ず

に
議
席
を
大
き
く
後
退
さ
せ

た
り
、
左
翼
党
を
代
表
し
て

き
た
有
力
議
員
が
離
党
し
左

党
の
い
ま
」
を
テ
ー
マ
に
木

戸
衛
一
さ
ん
（
大
阪
大
学
招

へ
い
教
授
）
が
講
演
し
た
。

今
年
６
月
に
行
わ
れ
た
欧

州
議
会
選
挙
は
、
と
く
に
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
な
ど
で
い
わ
ゆ
る
極

右
勢
力
の
議
席
伸
張
が
目
立

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
欧
州

議
会
選
挙
の
結
果
を
受
け
た

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
国
民
議

会
（
下
院
）
を
解
散
し
総
選

挙
に
打
っ
て
出
た
も
の
の
、

第
１
回
投
票
で
は
極
右
・
国

民
連
合
Ｒ
Ｎ
が
第
１
党
。
第

２
回
投
票
で
の
左
派
連
合

「
新
人
民
戦
線
」
と
与
党
連

合
と
の
選
挙
協
力
で
辛
う
じ

て
Ｒ
Ｎ
の
第
１
党
を
阻
む
こ

と
が
で
き
た
。

同
様
に
、
ド
イ
ツ
で
も
極

右
ド
イ
ツ
の
選
択
肢
Ａ
ｆ
Ｄ

が
議
席
を
伸
ば
す
一
方
で
、

新
自
由
主
義
と
の
対
決
を
鮮

明
に
し
て
２
０
０
７
年
の
結

大会の討論には新人組合員も参加して各分会の
たたかいや活動が報告された＝７月27日、尼崎市

ドイツ左翼党に焦点をあてながら極右勢力
が伸張するヨーロッパの政治情勢も考えた
＝７月20日、大阪市

苦境に立つドイツ左翼党の今を考える
木戸衛一さん（大阪大学招へい教授）が講演

2024社会主義ゼミナールin近畿

あ
か
し
地
域
ユ
ニ
オ
ン
・

ラ
ピ
ス
ネ
ッ
ト
分
会
で
は
、

臨
時
作
業
員
に
つ
い
て
、
同

一
労
働
同
一
賃
金
を
目
指
し
、

正
社
員
と
同
等
の
賃
金
制
度

を
求
め
て
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
７
月
８
日
の
交
渉
で
、

「
勤
続
年
数
に
応
じ
た
賃
金

テ
ー
ブ
ル
」
を
７
月
か
ら
導

入
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
こ

れ
に
よ
る
と
、

新
賃
金
体
系
は
、
初
年
度
は

時
額
１
１
０
０
円
と
し
、
３

年
間
隔
11
段
階
で
３
年
ご
と

に
30
円
が
加
算
さ
れ
、
30
年

勤
続
す
る
と
時
額
は
最
大
１

４
０
０
円
と
な
る
。
３
年
ご

と
と
は
い
え
、
勤
続
年
数
に

応
じ
て
賃
金
額
が
決
ま
る
、

言
わ
ば
「
定
期
昇
給
」
を
採

用
し
た
画
期
的
な
制
度
と
言

え
る
。

ラ
ピ
ス
ネ
ッ
ト
分
会
の
臨

時
作
業
員
の
賃
上
げ
要
求
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
会
社
は
、

「
税
制
上
の
扶
養
の
範
囲
内

に
留
ま
れ
ば
い
い
。
最
低
賃

金
に
違
反
し
な
れ
ば
問
題
な

い
」
と
し
て
、
最
低
賃
金
が

上
が
る
と
き
に
賃
金
改
定
を

行
う
と
い
う
差
別
的
な
対
応

に
終
始
し
て
き
し
た
。
ま
た
、

正
社
員
の
賃
金
体
系
な
ど
の

資
料
提
供
も
求
め
て
き
た
が
、

会
社
は
開
示
し
よ
う
と
は
せ

ず
、
こ
れ
で
は
交
渉
に
な
ら

な
い
と
し
て
、
２
０
２
２
年

11
月
９
日
に
兵
庫
県
労
働
委

員
会
に
「
誠
実
な
団
体
交
渉

の
実
施
」
を
求
め
て
「
あ
っ

せ
ん
」
を
申
請
し
た
。

労
働
委
員
会
も
会
社
側
の

対
応
に
問
題
が
あ
る
と
判
断

し
、
①
使
用
者
は
、
正
社
員

の
賃
金
決
定
の
根
拠
に
つ
い

て
資
料
を
示
し
て
説
明
し
、

協
議
す
る
、
②
使
用
者
は
、

同
一
賃
金
同
一
労
働
の
法
の

趣
旨
に
基
づ
い
て
臨
時
作
業

者
の
賃
金
体
系
の
整
備
に
向

け
検
討
を
進
め
る
等
の
「
あ

っ
せ
ん
案
」
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
「
あ
っ
せ
ん
案
」
に
基

づ
い
て
こ
の
間
交
渉
を
進
め

て
き
た
が
、
よ
う
や
く
臨
時

作
業
員
の
賃
金

体
系
が
策
定
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

分
会
の
あ
き
ら
め
な
い
、

ね
ば
り
強
い
取
り
組
み
が
こ

の
成
果
に
つ
な
が
っ
た
と
言

え
る
。
分
会
組
合
員
は
「
長

年
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
た

が
、
大
幅
な
賃
上
げ
や
勤
務

年
数
も
考
慮
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
、
想
像
以
上
の
成

果
が
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

よ
う
や
く
新
賃
金
体
系
が

策
定
さ
れ
た
が
、
賞
与
な
ど

正
社
員
と
の
格
差
は
ま
だ
ま

だ
あ
る
。
こ
の
制
度
を
第
一

歩
に
し
て
格
差
解
消
を
目
指

し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

宮
本
誠
之
（
あ
か
し
地
域

ユ
ニ
オ
ン
副
委
員
長
）

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○436

勤
続
年
数
に
応
じ
た
賃
金
体
系
を
か
ち
取
る

翼
党
に
対
立
す
る
な
ど
し
て

支
持
者
か
ら
の
批
判
を
招
い

て
い
る
。

今
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、

木
戸
さ
ん
か
ら
ド
イ
ツ
左
翼

党
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
学
ぶ
機
会
と
な

っ
た
。　
　
　
　

（
門
永
）

酷暑の夏を乗り切る 梅干しパワー！＋もち麦
●梅のクエン酸は新陳代謝を促し、体内の老廃物の排出を促進します。その他、肝機能の強化、血液
中にコレステロールが溜まるのを抑え酸素や栄養分の供給をスムーズにする働きがあり、疲労回復
に効果的です。さらに、カルシウムや鉄の吸収を促す働きがあります。

●熱中症対策として水分補給は気を付けていても、大量の汗をかくと塩分・ミネラルも奪われます。
そこに、水分補給だけを行うと、血液中の塩分・ミネラル濃度が低くなり、熱中症の症状を悪化さ
せる原因になることもあります。予防策として、炊飯時に梅干を1～2個入れて炊く、ドレッシング
に利用するなど、夏こそ昔ながらの塩分濃度を保った酸っぱ・しょっぱい梅干のフル活用をお薦め
します。

（有）ぴぃぷる
電話/ファックス
078（531）0135

「梅は医者いらず」「梅は三毒（水毒・食毒・血毒）を絶つ」

＊今夏のおすすめ：2合の米、もち麦120g（水は表示に従い調節）、梅干し1～２粒を入れて、炊飯！

　さっぱりとした味わいのご飯が炊き上がります。おむすびにしても美味しいですよ。

昔ながらの梅干し
300g　1,500円

中本農園（無農薬栽培梅使用）

もち麦精麦
600g　700円

■
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
学
習
会
「
あ
な

た
の
水
は
大
丈
夫
？
〜
発
が

ん
性
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
〜
」

◎
８
月
22
日
（
木
）
18
時
30

分
〜
20
時
40
分
◎
神
戸
市
・

中
央
区
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議

室
１
０
０
１
・
１
０
０
２

（
定
員
１
０
４
人
）
◎
丸
尾

ま
き
兵
庫
県
会
議
員
や
パ
ッ

ト
・
エ
ル
ダ
ー
さ
ん
ら
の
講

演
◎
参
加
費
：
１
０
０
０
円

（
大
学
生
以
下
５
０
０
円
）

【
主
催
】
Ｐ
ｆ
ａ
ｓ
汚
染
と

健
康
を
考
え
る
兵
庫
連
絡
会

＋

さ
な
が
ら「
い
ち
の
せ
剛
」決
起
集
会
に

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
が
定
期
大
会
開
催

木
戸
衛
一
さ
ん

新社会兵庫647_03.ai

23121801スガ→121901スガ→121903スガ→
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彼
の
独
特
の
口
調
で
語
ら
れ

る
セ
リ
フ
は
、
周
り
の
者
が

ひ
れ
伏
す
ほ
ど
の
威
厳
が
あ

る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ
な
い

し
、
ど
こ
か
他
人
事
の
よ
う

に
聞
こ
え
な
く
も
な
い
。
と

こ
ろ
が
今
作
で
は
、
ギ
ア
チ

ェ
ン
ジ
し
た
か
の
よ
う
な
凄

み
と
迫
力
が
加
わ
り
、
信
を

も
し
の
ぐ
存
在
感
を
放
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
見
ど
こ
ろ
だ
。

シ
リ
ー
ズ
最
終
章
と
銘
打

っ
た
今
作
で
あ
る
が
、
天
下

の
大
将
軍
に
な
る
と
い
う
信

の
夢
や
、
中
華
統
一
を
目
指

す
秦
国
王
・
嬴
政
の
目
標
が

叶
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ま
ま

物
語
は
幕
を
閉
じ
る
。
ま
た

新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
物

語
の
続
き
が
見
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。　

 

（
直
）

監
督
＝
佐
藤
信
介
／
２
０

２
４
年
／
日
本
／
１
４
５

分

同
名
人
気
漫
画
の
実
写
映
画
化
の
４
作
目
、
最
終
章

キ
ン
グ
ダ
ム
　
大
将
軍
の
帰
還

NPO「花たば」設立から20年

も
の
居
場
所
と
し
て
も
活
動

を
開
始
し
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
文
字
通
り
地
域
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
を
運
営
す
る
中
で
、
介

護
保
険
だ
け
で
は
賄
え
な
い

現
実
に
直
面
し
、
制
度
外
の

生
活
支
援
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

も
た
ち
や
学
生
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
地
域
の
支
え
合

い
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
実
に
ぶ
つ
か
っ
た
事
を

一
つ
ず
つ
解
決
す
る
た
め
に

形
に
し
て
き
た
結
果
、
ど
ん

ど
ん
い
ろ
ん
な
人
を
巻
き
込

ん
で
き
て
、
活
動
は
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　

20
年
経
っ
た
今
、
活
動
ス

タ
ッ
フ
、
利
用
者
、
応
援
部

隊
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
、
社
会
情

勢
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
「
花
た
ば
」
の

活
動
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
何
を
し
て
い
く
か
、
と
に

か
く
人
材
と
資
金
の
確
保
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
事
業
の
見

直
し
や
活
動
の
あ
り
方
を
み

ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
年

齢
や
、
元
気
で
も
突
然
亡
く

な
っ
た
仲
間
の
こ
と
を
考
え

る
と
焦
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
こ
こ
が
私
の
居
場
所
で
す
」

と
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
仲

間
た
ち
に
元
気
を
も
ら
っ
て

「
も
う
ひ
と
が
ん
ば
り
」
で

す
。

　

子
ど
も
食
堂
の
お
米
の
ご

寄
付
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

『
仲
間
と
の
夢
実
ら
せ
た

「
花
た
ば
」
が
二
十
歳
と
な

り
て
未
来
へ
繋
ぐ
』

　

『「
花
た
ば
」
に
こ
の
指
止

ま
れ
と
集
い
く
る　

笑
顔
絶

え
な
い
み
ん
な
の
居
場
所
』

　

（
須
見
恭
子
）

ア
の
「
花
た
ば
ネ
ッ
ト
」
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

誰
も
が
思
う
「
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い

う
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
最

初
に
ぶ
つ
か
る
「
ゴ
ミ
出
し
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
元
気

な
高
齢
者
が
支
え
る
「
お
互

い
さ
ま
」
か
ら
、
今
は
子
ど

時
は
紀
元
前
、
中
国
春
秋

戦
国
時
代
を
舞
台
に
、
天
下

の
大
将
軍
に
な
る
と
い
う
夢

を
抱
く
戦
災
孤
児
の
少
年
・

信
と
、
中
華
統
一
を
目
指
す

若
き
秦
国
王
・
嬴
政
（
え
い

せ
い
）
を
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

で
描
く
漫
画
『
キ
ン
グ
ダ
ム
』。

そ
の
後
、
映
画
化
さ
れ
、

２
０
１
９
年
公
開
『
キ
ン
グ

ダ
ム
』
、
２
０
２
２
年
公
開

『
キ
ン
グ
ダ
ム
２ 

遥
か
な
る

大
地
へ
』、
２
０
２
３
年
公
開

『
キ
ン
グ
ダ
ム 

運
命
の
炎
』

と
続
い
た
。
そ
し
て
、
４
作

目
で
シ
リ
ー
ズ
最
終
章
と
な

る
の
が
今
作
で
あ
る
。

秦
と
趙
の
全
て
を
懸
け
た

〈
馬
陽
の
戦
い
〉
で
、
敵
将

を
討
っ
た
信
（
山
﨑
賢
人
）

と
仲
間
た
ち
の
前
に
突
如
と

し
て
現
れ
た
、
そ
の
存
在
が

隠
さ
れ
て
い
た
趙
国
の
総
大

将
・
龐
煖
（
ほ
う
け
ん
・
吉

川
晃
司
）。
自
ら
を
〈
武
神
〉

と
名
乗
る
龐
煖
の
圧
倒
的
な

力
の
前
に
、
信
が
率
い
る
飛

信
隊
の
仲
間
た
ち
が
次
々
と

命
を
落
と
し
て
い
く
。
自
身

も
致
命
傷
を
負
っ
た
信
を
背

負
っ
て
、
飛
信
隊
は
決
死
の

脱
出
劇
を
試
み
る
。
一
方
で

戦
局
を
見
守
っ
て
い
た
王
騎

（
大
沢
た
か
お
）
は
、
趙
軍

の
裏
に
潜
む
も
う
一
人
の
化

け
物
の
存
在
を
感
じ
取
っ
て

い
た
が
、
劣
勢
を
覆
す
べ
く

最
強
の
大
将
軍
と
し
て
再
び

戦
地
に
舞
い
戻
っ
た
。

今
、
因
縁
が
絡
み
合
う
馬

陽
の
地
で
忘
れ
ら
れ
な
い
戦

い
が
始
ま
る
。
さ
ら
に
、
王

騎
と
そ
の
配
下
で
あ
る
信
た

ち
秦
軍
に
対
し
、
相
対
す
る

は
趙
軍
率
い
る
龐
煖
と
い
う

構
図
に
、「
趙
三
大
天
」
で
あ

る
李
牧
（
り
ぼ
く
・
小
栗

旬
）
が
、
秦
軍
の
背
後
に
10

万
も
の
兵
士
を
引
き
連
れ
出

現
。
彼
こ
そ
が
趙
軍
の
裏
に

潜
む
も
う
一
人
の
化
け
物
の

正
体
だ
っ
た
。
戦
い
の
行
方

は
、
さ
ら
に
混
沌
と
し
て
い

く
の
だ
っ
た
。

前
作
『
運
命
の
炎
』
で
、

信
と
王
騎
が
隣
国
・
趙
と
の

総
力
戦
を
繰
り
広
げ
た
〈
馬

陽
の
戦
い
〉
の
続
き
が
描
か

れ
る
今
作
は
、
さ
ら
に
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
戦
闘
シ
ー

ン
の
連
続
で
、
観
る
者
を
圧

倒
す
る
迫
力
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
は
王
騎
の
存

在
感
が
さ
ら
に
増
し
た
印
象

で
、
原
作
か
ら
も
こ
の
物
語

の
主
人
公
は
、
あ
く
ま
で
も

天
下
の
大
将
軍
を
夢
見
る
信

で
あ
り
、
王
騎
を
は
じ
め
と

し
て
彼
の
ま
わ
り
に
存
在
す

る
各
武
将
は
、
彼
を
引
き
立

て
る
脇
役
と
い
う
認
識
で
あ

っ
た
が
、
映
画
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今

回
は
明
ら
か
に
主
人
公
格
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
武
将

と
し
て
の
階
級
も
前
作
ま
で

は
、
秦
国
の
名
だ
た
る
武
将

の
一
人
で
は
あ
る
が
、
総
大

将
と
し
て
ま
で
の
位
置
づ
け

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

（副題）

い
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
多
様
な
業
種
で
就
労
し
て
い

る
が
、
彼
ら
が
経
験
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
の
上
位

10
項
目
を
上
げ
る
と
、
①
報
酬
の
支
払
い
の
遅
れ
、

②
一
方
的
な
仕
事
内
容
の
変
更
、
③
不
当
に
低
い
報

酬
額
の
決
定
、
④
一
方
的
な
継
続
案
件
の
打
ち
切
り
、

⑤
報
酬
の
不
払
い
と
過
少
払
い
、
⑥
納
期
や
技
術
的

に
無
理
な
注
文
、
⑦
作
業
開
始
前
の
一
方
的
な
仕
事

の
取
り
消
し
、
⑧
一
方
的
な
報
酬
額
の
引
き
下
げ
、

⑨
不
当
な
修
正
と
や
り
直
し
要
求
、
⑩
納
期
の
急
な

前
倒
し
な
ど
、
到
底
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

何
が
問
題
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。「
労
働
者
性

の
拡
大
」
と
労
働
法
の
適
用
を
強
め
る
方
向
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー

と
発
注
者
と
の
契
約
は
、
労
働
契
約
（
雇
用
契
約
）

で
は
な
く
、
業
務
委
託
契
約
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。

書
面
に
よ
る
契
約
書
が
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

働
き
方
の
実
態
が
雇
用
契
約
で
働
く
労
働
者
と
異
な

ら
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
実
態
が
労
働
者
の
よ

う
な
働
き
方
で
あ
っ
て
も
、
労
働
者
を
保
護
す
る
た

め
の
規
制
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で

本
書
は
、
２
０
２
３
年
４
月
末
に
制
定
さ
れ
た

「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
」
に
つ
い
て
、
労
働
法
の
立

場
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

近
年
、
欧
米
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て

登
場
し
た
新
し
い
就
労
が
ギ
グ
ワ
ー
ク
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
就
労
と
呼
ば
れ
、
そ
の
保
護
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
議
論
が
盛
ん
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
ウ
ー

バ
ー
イ
ー
ツ
の
配
達
員
や
ア
マ
ゾ
ン
の
下
請
け
の
運

送
会
社
か
ら
業
務
委
託
で
商
品
の
配
送
を
請
け
負
う

運
転
手
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
就
労

に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
、
伝
統
的
な
指
揮
命
令
と

は
異
な
る
管
理
の
下
で
働
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
就

労
者
は
、
契
約
上
、
労
働
者
で
は
な
く
、
自
営
業
者

と
扱
わ
れ
る
た
め
、
労
働
法
の
適
用
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
２
０
２
０
年
以
降
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
就

労
者
の
労
働
者
性
を
認
め
る
判
決
が
相
次
い
で
い
る

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
る
と
、
日
本
の
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
新
法
は
労
働
者
性
を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
下

請
け
法
と
い
う
経
済
法
の
規
制
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か

ら
の
保
護
な
ど
、
一
部
の
労
働
法
の
規
制
を
認
め
る

と
い
う
さ
さ
や
か
な
保
護
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
本

書
は
、
労
働
者
性
を
拡
大
し
て
労
働
法
に
よ
る
適
用

を
強
め
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
は
、
企
業
に
雇
わ
れ
な
い
で
自

営
業
と
し
て
働
く
者
で
あ
る
。
政
府
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
数
は
２
０
２
０
年
で
４
６
２

万
人
（
本
業
２
１
４
万
人
、
副
業
２
４
８
万
人
）
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。
大
半
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
が
、
取

引
相
手
と
長
期
的
な
関
係
に
あ
り
、
最
も
拘
束
性
が

高
い
と
い
え
る
専
属
契
約
を
締
結
し
て
い
る
場
合
も

多
い
。
本
業
と
し
て
行
う
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
年
収
は

２
０
０
万
円
以
上
３
０
０
万
円
未
満
が
も
っ
と
も
多

こ
れ
か
ら
の
雇
用
社
会
を
考
え
る 

あ
り
、
不
当
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
発
注
者
側
か
ら

見
れ
ば
、
労
働
法
に
よ
る
保
護
と
い
う
コ
ス
ト
（
最

低
賃
金
、
残
業
規
制
、
労
災
補
償
、
社
会
保
険
な

ど
）
の
か
か
ら
な
い
自
営
業
者
を
活
用
し
よ
う
と
す

る
気
持
ち
は
強
く
働
く
。
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
で
出
会

う
こ
と
に
な
る
偽
装
請
負
で
あ
る
。

本
書
の
主
張
は
、
労
働
者
性
を
判
断
す
る
た
め
に

は
、「
事
実
上
の
拘
束
」
を
重
視
す
べ
き
と
の
立
場
で

あ
る
。

最
高
裁
は
、
ト
ラ
ッ
ク
持
ち
込
み
運
転
手
に
対
す

る
運
送
係
に
よ
る
配
送
先
や
納
品
時
刻
の
指
示
に
つ

い
て
、「
運
送
と
い
う
業
務
の
性
質
上
当
然
に
必
要
と

さ
れ
る
指
示
」
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
よ
う
な
指
示
に
よ

っ
て
、
始
業
・
終
業
時
刻
も
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
他
の
従
業
員
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
時
間

的
拘
束
は
緩
や
か
で
あ
っ
た
と
し
て
、
労
働
者
性
を

否
定
し
て
い
る
。
本
書
は
、
本
判
決
に
納
得
せ
ず
、

「
事
実
上
の
拘
束
」
は
事
業
者
性
が
弱
い
こ
と
を
示

す
事
情
で
あ
り
、
労
働
者
性
の
判
断
に
お
い
て
重
視

す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
多
様
な
労
働
が
叫
ば
れ

る
時
代
こ
そ
、
労
働
法
の
適
用
が
急
務
で
あ
る
。

（
金
平　

博
）

　

今
年
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
花

た
ば
」
設
立
20

年
、
そ
し
て
私

自
身
も
古
希
を

迎
え
ま
し
た
。

　

振
り
返
る
と
、

「
夢
」
を
追
い

か
け
突
っ
走
っ
て
き
た
20
年

で
し
た
。
そ
の
「
夢
」
を
実

現
す
る
た
め
に
活
動
が
ど
ん

ど
ん
広
が
り
、「
花
た
ば
」
の

輪
は
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
「
夢
」
と
は
何
か
。

だ
れ
も
が
人
間
ら
し
く
心
豊

か
に
、
安
心
し
て
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
居
場
所
（
街
）
を
作

る
こ
と
で
す
。

　

私
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
実
際

に
見
て
き
た
「
人
間
ら
し
く

心
豊
か
な
暮
ら
し
」
が
頭
か

ら
離
れ
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

近
づ
け
た
ら
と
の
思
い
を
持

ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
居
場
所
が
、
最
初
は

住
宅
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ハ
ウ
ス
花
た
ば
」
で
し
た
。

入
居
者
、
管
理
員
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
居
場
所
と
な
り
ま
し

た
。

「
お
茶
処
花
た
ば
」
は
、
入

居
者
と
地
域
の
方
と
の
交
流

が
出
来
る
楽
し
い
居
場
所
に

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を

拠
点
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ

ッ
プ
「
ほ
っ
と
花
た
ば
」、
な

ん
で
も
相
談
と
古
本
の
販
売

「
ネ
ッ
ト
事
務
所
」
を
入
居

者
の
方
の
寄
付
で
開
設
し
、

地
域
の
方
た
ち
の
居
場
所
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
居
場
所

を
維
持
・
継
続
す
る
た
め
に

一
つ
に
し
、
灘
中
央
市
場
に

移
転
し
ま
し
た
。
現
在
の

「
ほ
っ
と
花
た
ば
」
で
す
。

「
ほ
っ
と
花
た
ば
」
は
子
ど

『
労
働
法
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
守
れ
る
か
』

橋
本
陽
子
著
／
ち
く
ま
新
書
／
１
０
１
２
円（
税
込
み
）

新社会兵庫647_04.ai

23121801スガ→121901スガ→121903スガ→


